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３
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催
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わ
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　「自然首都・只見　水の郷うまいもんまつり」が「只見線全線運転再開１周年記念」を冠に９月３０日、
１０月１日に開催されました。今年は県内外から１８店舗が出店した他、田子倉ダム見学ツアーや桐蔭学
園（横浜市）の鉄道研究部による「ミニ鉄道体験コーナー」が実施され、のべ１万人が来場されました。
　３０日の「オープニングセレモニー」で、実行委員会長を務めた目黒長一郎只見町商工会長は、「只見
線の運転再開１周年に合わせてうまいもんまつりを開催できることを嬉しく思います。１周年を迎えた只
見線を皆さんで見守って欲しいです。この２日間は食べて飲んで楽しんでください」と挨拶をしました。
　１日は、只見線全線運転再開１周年を記念し、「１周年記念セレモニー」や「鉄道好きタレントトーク
ショー」などが行われました。
　「１周年記念セレモニー」では、内堀福島県知事が「沿線地域の魅力を世界中の人に感じてもらえるよう
にチャレンジしていきましょう」とあいさつされ、内堀知事の「ＪＲ只見線！」の発声に続いて、来場者
全員で「大好き！」と掛け声を発し、只見線の更なる復興に向けて会場が一体となりました。また、セレ
モニー中に只見線の魅力発信や利用促進に尽力いただいた１団体と４人に県から感謝状が贈られました。

▲感謝状が贈られた内の２人は只見町在住の角田杏さん、角田淳紘くん
　（中央：杏さん、中央右：淳紘くん）

▲１０月１日、臨時列車「海里」のお出迎えをする内堀知事らセレモ
ニー出席者や来場者

只見線全線運転再開１周年
記念イベント&うまいもんまつり開催!!
只見線全線運転再開１周年
記念イベント&うまいもんまつり開催!!
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うまいもんまつり1日目（9月30日）

うまいもんまつり2日目（10月1日）

うまいもんまつり1日目（9月30日）

素敵な舞を披露されたつくし会の皆さん

フルールとアフターファイブの
コラボで披露した「ダイナミック琉球」

ユッコギファッションショーに出演いただいた皆さん

只見線全線運転再開を記念して、初披露された「只見の空」

鉄道好きタレントによるトークショー

（左：ダーリンハニー吉川さん 　　　
右：ホリプロマネージャー南田さん）

両日、会場を盛り上げたあっけらかん
商工会作成の只見線フォトフレームで

たくさんの来場者が記念写真を撮影しました
ステージイベントの最後を締めくくった

大竹涼華さんのライブ

商工会青年部による御神輿は、小出の
商工会関係者も集まり、会場を沸かせました

只見線全線運転再開１周年を記念して
打ち上げられた花火

同日開催
「只見線応援チャリティプロレス」

フルールのハーモニーで会場が包まれました

うまいもんまつり2日目（10月1日）
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「
令
和
３
年
度
只
見
町
表
彰
式
・
道
路
表
彰
式
」
が
、
10
月
26
日
に
季
の
郷
湯

ら
里
で
開
催
さ
れ
、
受
賞
者
の
方
々
や
関
係
者
な
ど
が
出
席
し
ま
し
た
。

　
表
彰
式
で
は
、
長
年
に
わ
た
り
公
共
の
福
祉
と
町
政
の
伸
展
に
尽
力
さ
れ
、
そ

の
功
績
が
町
民
の
模
範
と
な
る
団
体
や
町
民
の
方
を
称
え
る「
只
見
町
表
彰
」と
、

長
年
に
わ
た
り
地
域
住
民
の
生
活
や
経
済
活
動
を
支
え
る
た
め
、
昼
夜
を
問
わ
ず

献
身
的
に
除
雪
作
業
に
取
り
組
ま
れ
た
方
を
称
え
る
「
道
路
除
雪
表
彰
」
を
２
年

に
１
度
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
今
年
度
は
、
両
表
彰
を
あ
わ
せ
て
39
名
の
方
が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。
受
賞
さ
れ

た
方
々
は
次
の
と
お
り
で
す
。

菅
家　
三
雄 

さ
ん
（
只
見
）

　

長
年
に
わ
た
り
町
長
、
助
役
・
副
町

長
及
び
消
防
団
幹
部
並
び
に
町
課
長
職

を
務
め
、
住
民
福
祉
の
向
上
、
地
方
自

治
の
伸
展
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

大
塚
純
一
郎 

さ
ん
（
黒
谷
）

　

長
年
に
わ
た
り
議
会
議
員
及
び
消
防

団
幹
部
を
務
め
、
住
民
福
祉
の
向
上
、

地
方
自
治
の
伸
展
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

佐
藤　
孝
義 
さ
ん
（
大
倉
）

　

長
年
に
わ
た
り
議
会
議
員
及
び
消
防

団
幹
部
を
務
め
、
住
民
福
祉
の
向
上
、

地
方
自
治
の
伸
展
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

長
年
の
功
績
を
称
え
感
謝
状
を
贈
呈

長
年
の
功
績
を
称
え
感
謝
状
を
贈
呈

只
見
町
表
彰
（
順
不
同
）

特
別
功
労
表
彰

功
労
表
彰

五
十
嵐
貴
則 

さ
ん
（
蒲
生
）

三
瓶　
利
明 

さ
ん
（
寄
岩
）

岩
渕　
秀
一 

さ
ん
（
塩
沢
）

船
木　
　
智 

さ
ん
（
黒
谷
）

柳
林　
一
弥 

さ
ん
（
黒
谷
）

大
竹　
信
広 

さ
ん
（
布
沢
）

目
黒　
五
生 

さ
ん
（
小
林
）

印
南　
正
和 

さ
ん
（
小
林
）

　

長
年
に
わ
た
り
消
防
団
幹
部
を
務
め

民
生
の
安
定
向
上
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

只見町表彰式・道路除雪表彰式
令和５年度

只見町表彰式・道路除雪表彰式
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顕
　
　
　
彰

善
行
表
彰

道
路
除
雪
表
彰

�

（
順
不
同
）

鈴
木　
克
弥 

さ
ん
（
只
見
）

新
國　
元
久 

さ
ん
（
只
見
）

酒
井　
幸
三 

さ
ん
（
黒
沢
）

滝
沢　
和
晴 

さ
ん
（
蒲
生
）

三
瓶　
利
明 

さ
ん
（
寄
岩
）

渡
部　
仁
一 

さ
ん
（
塩
沢
）

横
山
加
津
也 

さ
ん
（
楢
戸
）

星　
　
　
一 

さ
ん
（
荒
島
）

吉
津　
一
博 

さ
ん
（
黒
谷
）

山
内　
孝
志 

さ
ん
（
二
軒
在
家
）

馬
場　
　
勇 

さ
ん
（
塩
ノ
岐
）

　

消
防
団
員
と
し
て
30
年
以
上
に
わ
た

り
在
職
し
、
町
民
の
生
命
財
産
の
安
全

保
護
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

永
年
勤
続
表
彰

感
　
謝
　
状

除
雪
従
事
者
感
謝
状

須
佐　
洋
利 

さ
ん
（
黒
谷
）

吉
津　
邦
弘 

さ
ん
（
長
浜
）

五
十
嵐　
徹 

さ
ん
（
蒲
生
）

会
津
法
面
株
式
会
社
（
南
会
津
町
）

皆
川　
恭
子 

さ
ん
（
郡
山
市
）

森　
　
冬
人 

さ
ん
（
喜
多
方
市
）

　

只
見
町
の
振
興
発
展
を
願
い
多
額
の

寄
附
を
さ
れ
町
政
の
発
展
に
貢
献
さ
れ

ま
し
た
。

小
林
明
朗
見
守
り
隊
（
小
林
）

　

長
年
に
わ
た
り
投
稿
時
に
街
頭
指
導

を
行
い
児
童
生
徒
の
安
全
を
見
守
る
活

動
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

片
桐　
俊
輔 

さ
ん
（
栃
木
県
那
須
町
）

目
黒　
睦
也 

さ
ん
（
埼
玉
県
川
口
市
）

　

只
見
町
の
振
興
発
展
を
願
い
複
数
回

に
わ
た
り
寄
附
を
さ
れ
、
町
政
の
発
展

に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

島
崎　
　
質 

さ
ん
（
東
京
都
西
東
京
市
）

株
式
会
社
西
部
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

�

（
南
会
津
町
）

　

只
見
町
の
振
興
発
展
を
願
い
多
額
の

寄
附
を
さ
れ
町
政
の
発
展
に
貢
献
さ
れ

ま
し
た
。

目
黒
ハ
ナ
エ 

さ
ん 

（
只
見
）

　

長
年
に
わ
た
り
民
生
児
童
委
員
を
務

め
、
社
会
福
祉
の
向
上
発
展
に
貢
献
さ

れ
ま
し
た
。

佐
藤　
隆
一 

さ
ん
（
福
井
）

印
南　
春
樹 

さ
ん
（
二
軒
在
家
）

　

長
年
に
わ
た
り
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員

を
務
め
社
会
体
育
の
向
上
発
展
に
貢
献

さ
れ
ま
し
た
。

▲特別功労表彰　菅家三雄さん

▲特別功労表彰　佐藤孝義さん

▲特別功労表彰　大塚純一郎さん

▲道路除雪表彰　須佐洋利さん
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地
域
に
寄
り
添
う
社
会
貢
献

各
地
で
只
見
町
の
魅
力
を
Ｐ
Ｒ

子
ど
も
た
ち
の
感
性
を
育
て
る

明
治
安
田
生
命

「
私
の
地
元
応
援
募
金
」
『
只
見
町
広
報
員「
ふ
る
さ
と
大
使
」委
嘱
状
交
付
式
』

家
庭
劇
場「
あ
と
む
の
時
間
は

ア
ン
デ
ル
セ
ン
」開
演

▲なお、只見町と明治安田生命は「健康増進に関する
連携協定」を結んでいます

▲演劇を楽しむ子どもたち

　

明
治
安
田
生
命
保
険
相
互
会
社
坂
下
営

業
所
か
ら
町
に
、
６
１
２
，
５
０
０
円
が

寄
附
さ
れ
ま
し
た
。

　

明
治
安
田
生
命
保
険
相
互
会
社
で
は
、

社
会
貢
献
運
動
「
私
の
地
元
応
援
募
金
」

を
実
施
し
て
お
り
、
今
回
は
そ
の
事
業
の

一
環
で
、
従
業
員
か
ら
の
募
金
に
同
社
か

ら
の
寄
附
金
を
合
わ
せ
、
町
に
寄
附
さ
れ

ま
し
た
。

　

目
録
を
手
渡
し
た
月
田
所
長
は
、「
町

民
の
皆
様
が
少
し
で
も
元
気
に
過
ご
せ
る

よ
う
に
活
用
し
て
く
だ
さ
い
」
と
話
し
ま

し
た
。

　

有
効
に
活
用
い
た
し
ま
す
。
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

只
見
町
の
情
報
発
信
や
収
集
な
ど
、
町

の
た
め
に
様
々
な
活
動
を
行
っ
て
い
た
だ

く
第
５
期
只
見
町
広
報
員
「
ふ
る
さ
と
大

使
」
12
人
に
委
嘱
状
の
交
付
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

渡
部
町
長
は
、
第
４
期
ふ
る
さ
と
大
使

の
皆
さ
ん
に
感
謝
を
述
べ
た
後
、
第
５
期

ふ
る
さ
と
大
使
の
皆
さ
ん
に
「
只
見
町
へ

よ
う
こ
そ
お
越
し
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
一

緒
に
只
見
町
を
盛
り
上
げ
て
い
き
ま
し
ょ

う
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
」
と

歓
迎
の
あ
い
さ
つ
を
し
ま
し
た
。

　
「
劇
団
あ
と
む
」
に
よ
る
「
あ
と
む
の

時
間
は
ア
ン
デ
ル
セ
ン
～
遊
び
バ
ー
ジ
ョ

ン
～
」
が
９
月
19
日
に
只
見
中
学
校
体
育

館
で
開
か
れ
、
町
内
保
育
所
園
児
や
小
学

校
児
童
が
鑑
賞
し
ま
し
た
。

　

ア
ン
デ
ル
セ
ン
童
話
を
モ
チ
ー
フ
に
お

芝
居
に
し
た
「
パ
ン
を
ふ
ん
だ
女
の
子
」

や
「
と
う
さ
ん
の
す
る
こ
と
は
み
ん
な
よ

し
」
が
公
演
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、「
ア

ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
」
と
「
パ
ン
ト
マ
イ
ム
」

を
合
わ
せ
た
「
ア
ニ
メ
イ
ム
」
に
は
、
児

童
も
参
加
し
、
五
感
で
演
劇
を
楽
し
み
ま

し
た
。

　

鑑
賞
し
た
児
童
は
「
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

が
凄
か
っ
た
で
す
。
ま
た
来
て
く
だ
さ
い
」

と
劇
団
員
に
感
想
を
伝
え
ま
し
た
。

NEWS&FLASH

▲第４期の皆さん（後列）には引き続きふるさと応援団としてご活躍いただきます。
　第５期の皆さん（前列）、只見町をよろしくお願いいたします。

ふるさと大使名簿� （順不同）

大
おお

畠
はた

　 仁
ひとし

さん 茨城県 武
たけ

井
い

　雅
まさ

哉
や

さん 東京都

梶
かじ

川
かわ

　義
よし

実
み

さん 千葉県 峯
みね

岸
ぎし

　弘
ひろ

行
ゆき

さん 東京都

永
なが

田
た

　明
あき

徳
のり

さん 千葉県 清
し

水
みず

　康
やす

弘
ひろ

さん 東京都

塚
つか

野
の

他
た

家
け

司
し

さん 千葉県 金
かね

田
だ

　剛
こう

仁
じ

さん 神奈川県

　 宏
ひろ

菜
な

　 さん 神奈川県 渡
わた

辺
なべ

　 繁
しげる

さん 東京都

三
み

好
よし

　玲
れい

子
こ

さん 千葉県 高
たか

村
むら

　帆
ふう

香
か

さん 山形県
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町の話題 皆さまからの身近な情報をお待ちしています。

かるがもクラブで十五夜を楽しみました
ステンドグラス風十五夜オブジェ作り

那須町と関係を深める　平山那須町長、片桐さんが来町

秋晴れの下、練習の成果を出し切りました
「朝日地区地域づくり委員会長杯グラウンドゴルフ大会」

　栃木県那須町から平山町長、片桐さんらが
只見町を訪問され、町内施設などの視察や渡
部町長と懇談され、両町の友好関係を深めま
した。
　平山町長は、ただみ・モノとくらしのミュ
ージアムと亀岡サンドバレーコートを訪れ、
その後、季の郷湯ら里で渡部町長らと懇談な
どを行いました。午後にはＪパワー只見展示
館や、ただみ・ブナと川のミュージアムなど
を回られ、只見町の歴史や文化などに触れら
れました。

　朝日地区地域づくり委員会の主催で、「第
７回朝日地区グラウンドゴルフ大会」が１０
月１７日に楢戸農村公園で開催され、朝日地
区の住民約３０人が参加しました。
　当日は天候が良く、参加者は日頃の練習の
成果を発揮し、また楽しみながらプレーしま
した。
　結果は、男性部門１位は小沼昇さん、女性
部門１位は矢澤ワカ子さん、ホールインワン
賞は１１人が受賞しました。

▲最後に参加者全員で記念撮影をしました

▲ブナと川のミュージアム内を視察する平山那須町長（左）

▲参加した皆さん

　かるがもクラブは９月２９日に行われ、５組の
親子が参加し、親子で身体あそびを楽しみながら、
ステンドグラス風十五夜オブジェを作成しました。
　始めに民生児童委員から十五夜の由来について
などの説明が行われ、十五夜についての知識など
を深めました。オブジェの材料は、アスレチックな
どを渡り切った先に用意され、子どもたちは全身
を動かしながら思い思いのデザインを作りました。
　かるがもクラブは小学校入学前の乳幼児を対象
に毎月１回位のペースで開催されています。事前
申し込みは不要です。開催日については、おしら
せばんでお知らせしております。ご参加お待ちし
ております。
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ご意見ご要望もお気軽にお寄せください。　　総務企画課　☎ 82－5210　Fax 82－2117

５年ぶりの開催
「第５７回只見町駅伝競走大会」開催

練習の成果を出し切りました　町内保育所運動会

　「第５７回只見町駅伝競走大会」が１０月
８日に開催され、町内外から全２２チーム
が参加しました。
開会式では只見うるわし☆レディースの五
十嵐真雪さん、田代芽衣さんが「大好きな
只見町の澄んだ空気の中、最後まで走り切
ることを誓います」と宣誓しました。
　各部門の１位とタイムは、一般女子の部
１位「只見うるわし☆レディース」１時間
１７分４５秒、一般男子の部１位「Run
べ」５０分３５秒、男女混成の部１位「会
津中央病院　スーパーレスキュー」１時間
０分４１秒、オープンの部１位「自衛隊会
津若松出張所」１時間８分５１秒でした。

　町内３保育所で運動会が行われま
した。（只見保育所／９月２２日、
朝日保育所／９月２６日、明和保育
所／９月２８日）
今年は観覧の制限が撤廃となり、家
族だけでなく、保育所近隣の方々も
応援に駆けつけ、競技中の保育所児
童に大きな声援が送られました。
　また、声援をうけた児童たちは、
練習では上手くいかなかった競技を
成功させるなど練習の時以上の力を
発揮しました。

▲一斉にスタートを切る第一走者

▲一生懸命踊って玉を入れた「ダンシング玉入れ♪」（只見保育所）

▲息を併せて披露した「できっこないをやらなくちゃ」（朝日保育所） ▲力いっぱい引っ張った「つなひき」（明和保育所）
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町の話題 皆さまからの身近な情報をお待ちしています。

正しい横断歩道の渡り方を学びました
JA共済交通安全ミュージカル　開催

　ＪＡ会津よつばとＪＡ共済連福島の主催で交通安全
ミュージカル「魔法園児マモルワタル」が、１０月１２
日に朝日公民館で開催され、町内３保育所のたんんぽ
ぽ組、ひまわり組、さくら組が鑑賞しました。
　ＪＡ会津よつばの山内裕希代表理事は「交通事故に
遭わないように楽しく交通安全について勉強しましょ
う」とあいさつしました。
　公演が始まると保育所児童たちは、一緒に歌ったり
踊ったり、楽しみながら横断歩道の渡り方を学びまし
た。また、各保育所のさくら組の児童は、横断歩道の
渡り方を体験しました。

▲信号機の色を確認して横断歩道を渡る体験をしました

虫
歯
の
な
い
子（

）

10
月
24
日

３
歳
児
検
診

吉
き

津
つ

 綾
あや

波
は

さん

皆
みな

川
かわ

 望
み

鳥
どり

くん

角
かく

田
た

 愛
あい

莉
り

さん

三
さん

瓶
べ

 理
り

桜
おう

くん

三
さん

瓶
べ

 凌
り

央
お

くん

青
あお

木
き

 柚
ゆず

葉
は

さん

菅
かん

家
け

 匠
しょう

晟
せい

くん

五
いからし

十嵐 友
ゆう

咲
さく

くん

（長浜）

（黒谷）

（熊倉）

（福井）

（叶津）

（小川）

（只見）

（小林）
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　先日（９月末と１０月上旬）、各地区の公民館で行われたおれんじカフェに参加してきました（広報
ただみおしらせ版に入っていた広告に皆さんはお気づきでしたでしょうか？）。内容がどんなものか参
加者として報告しますと、どなたでも当日参加でき、参加費２００円でお菓子を食べながらそこで出会
った人と自由にお話しするような集いです（※１）。
　おれんじカフェは認知症カフェとも称され、それは悩みを抱えがちな認知症家族や、人との関わりを
避けがちな認知症の方に安心して人とお話しできる場を提供する目的があることが理由の一つです（※２）

が、もう一つ、認知症予防という大事な側面もあります。
　実は、孤独感を感じている人はそうでない人のおよそ１.５倍も将来的な認知症発症リスクが高いと
言われています。さらには、認知症のみならず、社会的なつながりがないと早死にしやすいことが分か
っています。孤独は万病の元なのです（※３）。
　おれんじカフェ以外にも只見町にはいきいきサロンがあります。今月はいくつかのサロンにお邪魔す
る機会をいただきました。住民同士の交流の場づくりが地域全体を元気にすると考え、できる限りのお
手伝いをできればと思っています。地域の人みんなが主役です。人と人とのつながりの芽を伸ばし、人
生１００年時代を健やかに過ごしましょう！

※１　今後新たな企画があるかもしれません。おれんじカフェの次回開催時期は未定ですが、地域包括支援センター／
社会福祉協議会からの次のおしらせをお待ちください。

※２　福祉や医療のスタッフが参加するので具体的なお悩み相談もできます。
※３　２0２３年5月に米厚生省トップが発表した報告書で、孤独が健康に及ぼす影響がアメリカでも注目されています。

　「広報ただみ」で文を書かせていただくのも３回目となりまして、早くもこの町に移住して３回目の
冬が訪れようとしています。思い返すに、初年度の冬は、スコップとママさんダンプしか除雪装備がな
く、大変な苦労をしたので、２回目の冬はこれに懲り、無理をして除雪機を購入しました。１台目は、
只見ではあまり見かけない「ドーザー式」という小型のブルドーザーのようなもので、雪を押して移動
させるタイプです。ひざ下くらいまでの積雪ならけっこう短時間で手軽に除雪ができ、「これで雪も怖
くない！これからの除雪は押す時代だ！」と調子に乗って喜んでいましたが、積雪がひざ上を越す時期
になってくると、思うように除雪ができなくなり、やはり「ロータリー式」が欲しくなりました。しか
し先立つものもないので、少しでも安くと、ほうぼう探してやっと手に入れたのが、恐らく３０年選手
の古いロータリーです。安全装置もないとてもレトロな機械ですが、逆に手作りの鉄の塊感がとても頼
もしく、ガンガン雪を飛ばしてくれます。図らずも除雪機２台体制になりましたが、積雪状況によって
得手不得手を考え、組み合わせて使うとかなり効率的に除雪が行え、２回目の冬は割と楽しみながら乗
り越えることができました。
　思えば、こちらに来て関東の生活ではまず縁のなかった「マシン（機械）」が増えたなあと思います。
除雪機を始めとして、刈り払い機や小型耕運機などエンジン付きの機械だらけになりました。どの機械
もすぐには上手に扱えず、あれこれ考え実践しながら少しずつ使えるようになっていく過程がとても楽
しく、これも一つの移住生活の醍醐味だなあとしみじみ思う今日この頃です。

広報ただみ診療所

地域おこし協力隊として Vol.107

只見町教育振興協力隊　向坂 雄一郎

人とのつながりで認知症を防ぎ寿命も伸ばすお話
朝日診療所　医師　山

やま

並
なみ

 寛
ひろ

明
あき
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ただみの文化遺産

た か ら モ
ノ発見！

第８回

ミニテーマ展
「民具の聖地　只見」

ただみ・モノとくらしのミュージアム　展示情報
ミニテーマ展「民具の聖地　只見」
会期：２０２３年１１月１４日（火）～２０２４年１月８日（月・祝）
場所：ただみ・モノとくらしのミュージアム　展示ホール

入館無料

モミヨウシってなに？　民具の名と形
　「モミヨウシ持ってきて」と言われてわかりますか。脱
穀したらモ

籾

ミだけれど、ヨウシって？　只見でモミヨウ
シという名の民具は、象

ぞう

牙
げ

みたいに曲がった大きな木、
巨大なカミソリのような切れない刃物、餅がつけないほ
どくぼんだウスと先のとがったキネ。形は違うがモミを
上から圧

お

してモミのノ
芒

ギを取る民具です。同じ名でもい
ろいろな形をしている民具の造形を見てください。
� （久野俊彦）

　１１月１8日、１9日に只見町で日本民具学会の大会が開催されます。当館では、大会に合わせてミニテーマ展「民具
の聖地只見」を開催します。只見町は町民による「只見方式の民具整理」が有名で、民具界にとっての聖地なのです。
この展示では、館員４名が、それぞれのイチオシの民具を紹介します。

家を守る民具　ヒブセ
　ヒブセと呼ばれる民具は、家屋の上

じょうとう

棟式の時に、木を
彫って男

だん

根
こん

と女
じょ

陰
いん

を模して作られました。棟
むな

木
ぎ

に男女が
向かい合うように取り付けられました。家を火事から守
るためヒブセと呼ばれますが、子孫繁栄や五

ご

穀
こく

豊
ほう

穣
じょう

をも
たらす家の守りです。天井にあって見えにくいヒブセを
集めて展示します。大きな男女のシンボルには、呪

じゅりょく

力が
秘められています。今まで展示していない信仰に関する
民具です。そのパワーと造形の美を味わってください。
� （原永円香）

ヤマダシ
　ヤマゾリは、山で伐採した木材を山からおろすヤマダ
シの際に使用された道具です。木材の輸送、運搬は、２
月の中ごろから３月の、雪の固くなる時期に行われまし
た。ソリはヤマゾリとサトゾリがあり、幅を狭くして軽
量化したサトゾリに対して、ヤマゾリは重い材木を運

ぶため、幅広く頑丈に
作られています。大き
なそりは太く長いカジ
ボウで舵取りをしまし
た。その迫力を見てく
ださい。
� （鈴木みゆき）

オオノコかついで
　子どもの背丈ほどもある１．5メートルの大きなノコ
ギリをかついで、山に木の伐採に行きます。作業は何種
類かのノコギリを使い分けました。まず、木を選び倒す
方向を決め、「ウケ」と言われる切り口をヨキでつけ、
そこからテンノウジ鋸

のこ

で切り出します。最後、シンキリ
鋸で芯

しん

を切り倒しました。テンノウジ鋸は、昔、会津藩
が大阪天王寺からよんだ名工が作ったものだといわれて
います。オオノコの迫力を見てください。�（目黒仁也）

▲ヒブセ

▲上：ヒラバモミヨウシ　下：モミヨウシボウ

▲上：シンキリノコ２本　下：テンノウジ鋸

▲ヤマゾリ・カジボウ

写真：原永円香
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町
民
文
芸

只
見
短
歌
会　
令
和
五
年
十
月
詠
草

�

馬
場　

八
智

子
等
は
皆
離
れ
て
住
め
ば
老
一
人
今
日
も
語
ろ
う
事
も
な
く
過
ぐ

�

目
黒　

富
子

何い
ず
こ処
か
ら
風
導
き
や
我
が
庭
に
宿
り
て
和
む
昼
顔
の
花

�

関
谷
登
美
子

只
見
線
再
開
通
に
浮
か
び
く
る
あ
の
日
あ
の
時
思
ひ
出
深
し

�
立
花　

奏
音

秋
晴
れ
の
午
後
の
陽
だ
ま
り
妻
と
子
の
寝
顔
眺
め
て
音
立
て
づ
を
り

�

新
国
由
紀
子

ク
リ
ー
ム
に
こ
だ
は
る
母
の
逝
き
し
後
残
り
を
今
は
我
使
ひ
を
り

�

渡
部
ヨ
リ
子

味
噌
汁
の
具
の
多
過
ぎ
と
夫つ

ま

は
言
ひ
栄
養
豊
富
と
言
葉
返
し
ぬ

�

故　

新
国　

洋
子
（
遺　

作
）

こ
ん
も
り
と
黄
色
く
な
り
し
栗
の
葉
が
一
週
間
経
て
裸
木
さ
び
し

�

（
出
詠
順
）

只
見
俳
句
会　
十
月
定
例
会�

日
高
俊
平
太　

指
導

�

真
理
子

横
笛
の
友
思
い
出
す
秋
祭
り

青
空
に
ぶ
な
の
葉
届
き
孫
の
声

�

紺　

青

立
秋
や
青
空
に
風
あ
た
ら
し
く

送
り
火
や
く
す
ぶ
り
長
し
静
心

�

恒　

夫

声
高
に
座
し
て
机
上
の
茸
狩

芋
掘
り
て
職
業
欄
に
農
と
書
き

�

礼　

上か
み

手て

か
ら
飲の

水み
ず

堀ぼ
り

来
る
水
澄
め
り

莚
踏
む
小
豆
の
莢
を
爆
ぜ
か
せ
て

�

修　

一

剪
定
の
間
違
い
あ
る
や
柿
一
つ

青
空
や
支
柱
の
先
々
あ
き
あ
か
ね

�

信　

ひ
た
す
ら
に
た
だ
ひ
た
す
ら
に
赤
と
ん
ぼ

思
い
出
す
母
の
怒
声
と
雪
囲
い

�

都　

コ
ー
ヒ
ー
は
濃
く
し
て
熱
き
秋
の
朝

球
児
等
の
日
焼
け
し
た
顔
空
高
し

12



只見
シャツ/前面学校名

シャツ/背面襟下

パンツ/左足

電話番号

税

今
月
の
納
期

11
月
27
日
ま
で
に

　
　
　
　
　

納
め
ま
し
ょ
う

●
町
県
民
税
（
３
期
）

●
国
民
健
康
保
険
税
（
５
期
）

●
農
集
排
使
用
料
（
11
月
分
）

●
介
護
保
険
料
（
５
期
）

●
後
期
高
齢
者
保
険
料
（
４
期
）

総務企画課
　総務係　企画係　財政係
� ☎82-5210
町民生活課
　町民税務係� ☎82-5110
　生活安全係� ☎82-5100
保健福祉課
　保　健　係� ☎84-7005
　福　祉　係
　成年後見制度利用促進室
� ☎84-7010
農林建設課
　農　林　係� ☎82-5230
　建　設　係� ☎82-5270
交流推進課
　観光係　商工労働係
� ☎82-5240
　移住交流係
　薪エネルギー推進室
� ☎82-5220
　ユネスコエコパーク推進係
（ただみ・ブナと川のミュージアム内）
� ☎82-5963
会　計　室� ☎82-5120
議会事務局� ☎82-5300
農業委員会� ☎82-5230
教育委員会� ☎82-5320
学校給食センター� ☎84-7180
只見保育所� ☎82-2219
朝日保育所� ☎84-2038
明和保育所� ☎86-2249
朝日診療所� ☎84-2221
（歯科）� ☎84-2612
こぶし苑� ☎84-2101
只見公民館� ☎82-2141
朝日公民館� ☎84-2111
明和公民館� ☎86-2111

無
料
調
停
相
談
会

Ｊ
Ｒ
只
見
線
利
用
促
進
等

事
業
補
助
金

お
知
ら
せ

　

会
津
若
松
調
停
協
会
主
催
の
無

料
調
停
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

金
銭
・
土
地
賃
借
、
建
物
の
明
け

渡
し
、
相
隣
関
係
・
損
害
賠
償
等

の
民
事
に
関
す
る
調
停
申
立
や
離

婚
・
子
の
監
護
養
育
・
離
縁
・
扶

養
・
相
続
問
題
等
の
家
事
に
関
す

る
調
停
申
立
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

事
前
予
約
不
要
で
、
秘
密
は
厳
守

さ
れ
ま
す
。
お
困
り
の
方
は
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

○
日
時

　

令
和
５
年
11
月
22
日（
水
）

　

午
前
９
時
30
分
か
ら

�

午
後
６
時
ま
で

○
場
所

　

会
津
若
松
市
城
東
町
14
－
52

　

会
津
若
松
市
文
化
セ
ン
タ
ー

○
費
用　
無
料

○
申
込
方
法

　

当
日
会
場
で
申
込（
予
約
不
要
）

○
問
合
せ

　

福
島
地
方
裁
判
所

　
　
　
　

会
津
若
松
支
部
庶
務
課

　

☎
０
２
４
２
－
26
－
５
７
２
５

　

町
で
は
、
Ｊ
Ｒ
只
見
線
の
利
用

促
進
や
振
興
を
目
的
と
し
た
事
業

に
対
し
て
補
助
す
る
「
Ｊ
Ｒ
只
見

線
利
用
促
進
等
事
業
補
助
金
」
が

あ
り
ま
す
。

○
対
象

　

町
民
が
３
人
以
上
で
構
成
す
る

町
内
に
住
所
を
有
す
る
団
体
等

○
補
助
金
の
上
限

　

１
事
業
に
つ
き
10
万
円
（
利
用

　ふくしま駅伝只見町チームのユニフォームが新しくなりました。青色を基調に、
「水の郷の水色」と「自然首都の緑色」をアクセントに加え、背中とパンツにはチー
ムメンバーの縁がより強くなるように、また走りを応援してくださった方と只見町
の縁が繋がりますようにと「縁結びマーク」が入っています。
　今年のふくしま駅伝は１１月１9日（日）に白河市総合運動公園からスタートし
ます。只見町チームはゼッケンナンバー２9です。応援をよろしくお願いします。

促
進
等
の
効
果
が
高
く
、
町
長
が

特
に
認
め
た
場
合
に
は
20
万
円
）

○
事
業
例

〈
只
見
線
を
利
用
し
た
旅
行
〉

◦
対
象
経
費
…
ガ
イ
ド
等
謝
金
及

び
旅
費
、
参
加
者
の
只
見
線
列

車
運
賃
、
施
設
入
場
料
等

〈
只
見
駅
前
を
利
用
し
た

�

イ
ベ
ン
ト
〉

◦
対
象
経
費
…
ス
タ
ッ
フ
等
賃
金
、

ポ
ス
タ
ー
等
作
成
費
、
施
設
借

上
料
等

○
そ
の
他

　

掲
載
内
容
以
外
に
も
事
業
例
や

要
件
が
あ
り
ま
す
の
で
、
詳
細
に

つ
き
ま
し
て
は
問
合
せ
先
ま
で
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
要
綱
や

申
請
書
等
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

も
ご
確
認
い
た
だ
け
ま
す
。

○
問
合
せ

　

只
見
町
役
場
交
流
推
進
課

　

☎
０
２
４
１
－
82
－
５
２
４
０

ふくしま駅伝只見町チームの
ユニフォームが新しくなりました
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町長スケジュール〈10月分〉

只見町長　渡部　勇夫

広報ただみ町長室

　１日　只見線全線運転再開１周年記念セレモニー
　２日　布沢区長他来庁、岸原氏来庁、三瓶政夫氏

来庁
　３日　南会津建設事務所長来庁
　5日　只見町文化祭実行委員会、定例庁議
　６日　平山那須町長と片桐俊輔氏来町
　8日　只見町駅伝競走大会、からむし織体験生

３0周年記念シンポジウム（昭和村）
　9日　河井継之助杯只見剣道大会、ふくしまっ子

元気応援講座
１１日　全国地域安全運動出動式（南会津町）
１２日～１３日　地域共生社会推進全国サミット㏌

とよた（愛知県豊田市）
１４日　八十里越商工会交流事業（講演会・懇談会・

懇親会）
１６日～１8日　南会津地方町村会視察研修（鳥取

県・兵庫県）
１9日　野村証券㈱福島支店長来庁、福島県退職校

長会来庁、明治安田生命保険相互会社坂下
営業所長来庁、只見特産㈱取締役会

２0日　県立南会津病院訪問（南会津町）
２１日　菅家一郎代議士国政報告会
２３日　地域公共交通会議、雪まつり実行委員会
２４日　福島県市町村総合事務組合議会定例会（福

島市）
２5日　福島県立医科大学訪問（福島市）、中間貯蔵

施設現地視察会（大熊町・双葉町）
２６日　只見町表彰式、福島県町村会役員会と国会

議員（与党）との意見交換会（東京都）
２７日　福島県町村会役員会と国会議員（野党）との

意見交換会（東京都）、福島県森林・林業・
緑化協会役員会（福島市）

２8日　只見米フェス、只見地区ＪＡまつり、只見
ウォーク

２9日　大宅宗吉氏旭日双光章受章祝賀会（南会津
町）

３0日　福島県医療人材対策室訪問（福島市）、日本
赤十字社福島県支部事務局長訪問（福島市）

◆
市
町
村
対
抗
福
島
県
軟
式
野
球
大

会
及
び
市
町
村
対
抗
福
島
県
ソ
フ

ト
ボ
ー
ル
大
会
只
見
町
チ
ー
ム
結

果
報
告
の
た
め
、
野
球
の
小
林
監

督
と
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
の
馬
場
監
督
、

河
原
田
主
将
が
町
役
場
に
お
越
し

に
な
り
ま
し
た
。

　

野
球
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
と
も
１

回
戦
は
圧
倒
的
な
内
容
で
コ
ー
ル

ド
勝
ち
し
ま
し
た
。
２
回
戦
は
い

ず
れ
も
残
念
な
が
ら
惜
敗
と
な
り

ま
し
た
。

　

内
容
的
に
は
ま
さ
に
善
戦
で
あ

り
、「
来
年
の
２
回
戦
突
破
を
目

標
に
、
ま
た
体
力
づ
く
り
な
ど
に

励
み
ま
す
」
と
力
強
く
話
さ
れ
ま

し
た
。

　

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
で
は
優
秀
女
子

選
手
賞
に
只
見
町
チ
ー
ム
の
馬
場

晶
子
さ
ん
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

全
チ
ー
ム
の
中
か
ら
の
選
出
で
あ

り
大
変
素
晴
ら
し
い
こ
と
で
す
。

改
め
て
ご
検
討
を
称
え
る
と
と
も

に
心
か
ら
お
祝
い
を
申
し
上
げ
ま

す
。

　

只
見
町
は
ど
こ
の
試
合
会
場
に

行
く
の
に
も
遠
く
、
ま
た
雨
で
順

延
に
な
っ
た
り
、
そ
の
度
に
メ
ン

バ
ー
確
保
に
ご
苦
労
さ
れ
た
そ
う

で
す
。
皆
さ
ん
は
お
仕
事
を
さ
れ

な
が
ら
の
大
会
出
場
で
す
か
ら
本

当
に
大
変
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
忘
れ
て
な
ら
な
い
の

が
ご
家
族
の
ご
理
解
と
ご
支
援
だ

と
思
い
ま
し
た
。

　

そ
う
い
う
環
境
や
事
情
に
も
関

わ
ら
ず
只
見
町
の
代
表
と
し
て
大

会
に
参
加
い
た
だ
い
た
こ
と
に
心

か
ら
敬
意
を
表
す
る
と
と
も
に
深

く
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

◆
只
見
駅
前
に
「
し
お
さ
わ
庵
」
が

先
般
オ
ー
プ
ン
い
た
し
ま
し
た
。

週
末
の
み
の
営
業
で
す
が
大
盛
況

で
す
。

　

塩
沢
集
落
内
で
営
業
さ
れ
て
い

た
頃
か
ら
大
フ
ァ
ン
で
何
度
か
足

を
運
び
ま
し
た
。
閉
店
さ
れ
た
と

お
聞
き
し
、
寂
し
い
気
持
ち
で
お

り
ま
し
た
が
、
場
所
を
変
え
て
オ

ー
プ
ン
さ
れ
た
こ
と
に
対
し
、
一

フ
ァ
ン
と
し
て
喜
ぶ
と
と
も
に
、

駅
前
で
再
開
し
よ
う
と
ご
決
意
さ

れ
る
ま
で
の
思
い
や
具
体
的
な
準

備
な
ど
の
ご
苦
労
に
思
い
を
馳
せ

る
と
本
当
に
頭
が
下
が
り
ま
す
。

　

関
係
者
の
皆
様
に
心
か
ら
町
の

活
性
化
に
つ
な
が
る
取
り
組
み
に

敬
意
と
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

先
日
、
よ
う
や
く
久
し
ぶ
り
に

美
味
し
い
か
き
揚
げ
そ
ば
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
皆
さ
ん
笑
顔
で
食

べ
て
お
ら
れ
、
私
も
自
然
と
笑
顔

に
な
り
ま
し
た
。
本
当
に
再
開
し

て
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
ま
た
食
べ
に
寄
せ
て
く

だ
さ
い
。
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町民
憲章

１、ゆたかな緑ときれいな水をまもり美しい町をつくりましょう
１、互いに助け合い親切をつくし楽しい町をつくりましょう
１、産業をおこしみんなで働ける豊かな町をつくりましょう
１、教養を深め心と体をきたえ文化の町をつくりましょう
１、きまりを守り良い風習を育て住みよい町をつくりましょう

あ
と
が
き

※「町民の消息」欄に掲載を希望されない方は、
　届出のときにその旨をお伝えください。

（9月26日～10月25日届出分）敬称略

転入 １１　転出 １２　出生 １　死亡 ５

令和５年１０月１日現在
人　　口　３，７１７（－５）
　 男 　　１，８４４（－２）
　 女 　　１，８７３（－３）
世 帯 数　１，５８６（±０）
高齢化率　　　　４８.８％

※高齢化率とは、６５歳以上の人が人口に占める割合です。

明和公民館

図書紹介
明和公民館図書室

☎86－2111

☆明和公民館ではリクエストも随時受付していますので、
ぜひご利用ください。

★木挽町のあだ討ち

★たねせんもんてん

�【著】永井紗耶子（新潮社）
　疑う隙なんぞありはしな
い、あれは立派な仇討ちで
したよ。芝居町の語り草と
なった大事件、その真相は
――。ある雪の降る夜に芝
居小屋のすぐそばで、美し
い若衆・菊之助による仇討
ちがみごとに成し遂げられ
た。父親を殺めた下男を斬

� 【絵】すずき みほ／【文】曹 文軒（小学館）
　たねせんもんてんには、
ダイズとアズキというなか
よし兄弟がいました。
ある日、ふたりは店で留守
番をしていました。おにい
ちゃんがいなくなったすき
にアズキはいいことを思い
つきます。
　いたずらっこのアズキは
とってもうれしそう！

り、その血まみれの首を高くかかげた快挙は多
くの人々から賞賛された。
　二年の後、菊之助の縁者という侍が仇討ちの
顛末を知りたいと、芝居小屋を訪れるが――。
この仇討ちの「真実」を見破れますか？
　現代人の心を揺さぶり勇気づける令和の革命
的傑作誕生！　第１６９回直木賞受賞作品

　ダイズが店に戻ると、次々とお客さんがやっ
てきて、たねを買っていきました。
　さて、アズキは何をしたのでしょうか？
　思いも寄らないことから生まれた幸せとは？

■お誕生おめでとうございます
風間　翔

しょうせい

世（男／滋・葉月）　　　小　林
渡部　心

こ

晴
はる

（女／貴之・幸）　　　只　見

■ご結婚おめでとうございます
只　見　 髙嶋桂吾 ♡ 五十嵐梨佳　 只　見

■おくやみ申し上げます
山　内　壽　子　　93歳　　二軒在家
酒　井　直　志　　92歳　　福　　井
三　瓶　ヤスキ　　85歳　　八 木 沢
酒　井　榮　二　　79歳　　只　　見
飯　塚　喜　一　　92歳　　坂　　田
目　黒　鉄五郎　　74歳　　只　　見

▽
Ｊ
Ｒ
只
見
線
全
線
運
転
再
開
か
ら
１

周
年
と
な
り
ま
し
た
。
お
知
ら
せ
欄
で
、

只
見
線
利
用
促
進
事
業
補
助
金
を
ご
案

内
し
て
お
り
ま
す
。
こ
の
機
会
に
研
修

や
旅
行
な
ど
で
只
見
線
に
乗
っ
て
み
ま

せ
ん
か
。

▽
今
年
は
紅
葉
の
見
ご
ろ
期
間
が
長
か

っ
た
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。
コ
ロ
ナ
が

明
け
た
こ
と
も
有
っ
て
、
多
く
の
人
が

只
見
町
の
紅
葉
を
満
喫
さ
れ
た
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

▽
冷
え
込
み
が
強
く
な
り
、
ス
ト
ー
ブ

や
フ
ァ
ン
ヒ
ー
タ
ー
を
使
っ
て
い
る
方

も
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
使

用
前
の
点
検
や
周
囲
の
確
認
を
行
い
、

火
災
や
事
故
に
気
を
付
け
ま
し
ょ
う
。

�

（
小
林
）
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※
こ
の
広
報
紙
は
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す

※
環
境
に
や
さ
し
い
大
豆
油
イ
ン
キ
を
使
用
し
て
い
ま
す

℡0241（72）8355

■発行／只見町　〒968-0421 福島県南会津郡只見町大字只見字町下2591-30
■編集／総務企画課総務係　https://www.town.tadami.lg. jp/　☎ 0241（82）5210

　只見町では「くさむし」と呼ばれ、忌み嫌われるクサギカメムシ。家に侵
入されるだけでも不快なのですが、悪臭を放つので厄介です。しかもこの臭
いは一度手に着くと、水で洗ってもなかなか落ちません。
　カメムシの悪臭の原因は、臭腺という器官から分泌される液体で、中肢の
付け根付近から出ます。この分泌液には、複数の種類の臭いの原因物質が含
まれており、揮発しやすい物質や、それらを付着させる性質を持つ物質など、
様々な働きがあります。
　この分泌液には油に溶けやすい物質（親油性）と水に溶けやすい物質（親
水性）があります。普通に手を洗っただけではカメムシの臭いが落ちないの
は、親油性の物質が原因です。消毒用アルコールや食用油で親油性の物質を
落としてから石鹸で手を洗うと効果的に臭いを落とすことができます。

▲クサギカメムシ

カメムシの臭い
� （写真・文 吉岡義雄）

「ただみ・ブナと川のミュージアム」では下記企画展を開催中です。
皆様のお越しをお待ちしております。

企画展「只見のトンボ」
会期：2023年7月29日（土）～11月27日（月）
場所：ただみ・ブナと川のミュージアム　2階ギャラリー

只見町ブナセンターからのお知らせ

16


